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１．まえがき 

 インタラクティブアートとは，人が行う動作や熱

などの入力に反応を返すような仕組みを持った芸術

作品である．現在，このインタラクティブアートが

世の中に普及しつつある．しかし，カメラやセンサ

ーを用いるものが多く，マイクで音を検出するよう

なインタラクティブアートや舞台芸術向けのインタ

ラクティブアートは未だ少ないと言える．そこで本

研究では，音に反応して変化する映像効果を音楽ラ

イブに導入することで，さらに音楽の表現の幅を広

げ，ライブの雰囲気を高めるためのシステムを提案

する．  

 

２． 音に反応する映像効果について 

２．１ 音に反応する映像効果の提案 

インタラクティブ効果をもった様々な芸術作品が

近年世の中に普及しつつある．しかし，音楽ライブ

での使用を目的として作られたものは少なく，加え

て音に反応するものはさらに少ないといえる． 

そこで，音楽ライブに音に反応する映像効果を導

入し，ライブの雰囲気を高めるためのシステムを提

案する．通常のライブでの演奏者の姿，照明という

視覚効果に加え，さらにこのシステムの視覚効果を

導入することによって，音楽の表現の幅を広げ，ラ

イブの雰囲気を高めることを目的としている．  

  

２．２ 手法 

 本研究で用いたシステムの構成を図 1 に示す．ス

テージ上に設置したマイクで実際に演奏している音

を採取し，その音の大きさに反応して動きが変化す

る映像効果のプログラムを実行させ，そのパソコン

の画面をプロジェクターでステージ上のスクリーン

に映し出すものである． 

 
図１ システム構成. 

 

このプログラムは Action Script で作成した．

Action Script はアドビシステムズ社の製品である

Flash に使用されているプログラミング言語で，

Flash に動画や音声のプレイヤー作成など，コンテン

ツに複雑な処理や双方向性を持たせることができる

ため，今回のようなプログラムを作成するのに最適

な言語だと言える．このプログラムは画面上を流れ

るパーティクルがマイクの拾う音の大きさによって

色や動きが変化するようになっている．どんな曲で

も，どんなアーティストでも幅広く活用できるよう

な映像効果にすべきであると考え，このようなシス

テムとなった．今回作成したプログラムの映像効果

の例を図 2 に，実際に本システムを音楽ライブに導

入した時の様子を図 3 に示す． 

 
図２ 映像効果の例. 

 

 
図３ 実験の様子． 

 

３．映像効果を使ったライブについての評価 

本システムを導入した音楽ライブの有効性を調べ

るために，アンケートによる評価を行った．対象者

はライブの観客（年齢 18～22 歳の男性 7人、女性 13

人）である．それぞれの項目について４を最大値，

１を最小値として４段階評価とした．ライブハウス

入口で配布し，ホール内で回収した．アンケート項

目を図４に示す． 

 
図４ アンケート項目． 



３．１ 結果 

 項目１と２の項目別評価の平均を図５に示す．す

べての項目で 3.0を超えており，全体的に高い評価

が得られていることがわかる． 

 

 
図５ 項目別評価の平均． 

 

 項目３の結果を図６に示す．メジャーなアーティ

ストよりもマイナーなアーティストが圧倒的に多か

った． 

 

 
図６ 項目３の結果． 

 

 項目４の結果を図７に示す．全体的に新しいとい

う意見が目立った． 

 

 
図７ 項目４の結果． 

 

３．２ 考察 

アンケート項目１の結果について，１．「今回の映

像を用いたライブは通常と比べて良いライブになっ

たと思いますか」の平均が 3.45と，観客は今回の映

像効果をライブに導入することにより，通常よりも，

よりよいライブになったと感じられたことがわかる． 

アンケート項目２に結果について，2.6「場の雰囲気

に合っていたと思うか」と 2.7「ライブの効果を高め

ていたと思うか」の評価の平均がともに 3.6，2.8「今

後のライブに活用できると思うか」の評価の平均が

3.7 とこの 3 つが最も高い評価の平均を得られたこ

とから，本システムが音楽ライブに有効な効果を与

えられたということがわかる． 

項目３の結果について，全体的にマイナーなアー

ティストの名前が圧倒的に多くあがった．このこと

から，観客は普段から様々な音楽を積極的に聴いて

いることがわかる．また，この設問の設定理由は，

アーティストの好みで評価に差が出るか見るためだ

ったが，メジャーなアーティストを書いた人とマイ

ナーなアーティストを書いた人を比べてもあまり差

は得られなかった． 

アンケート項目４の結果について，新しかったと

回答した人が計 5 人，他にも今回の映像効果がある

と良いライブになるという回答もあり，観客にいい

印象を与える良いライブになったことがわかった．

これは，この会場で今回のような映像効果を使用す

るライブを行うアーティストが少ないため，非常に

高い評価を得たのではないかと考えられる．他にも，

もっと効果を増やすと良いという意見もあったので，

今後の研究の参考にしたい． 

以上のことにより，本研究により音に反応する映

像効果を導入した音楽ライブは，音楽の表現の幅を

広げ，ライブの雰囲気を高めるということが確認さ

れ，このライブシステムの有効性が検証できた． 

４．あとがき 

音に反応する映像効果を導入し，音楽の表現の幅

を広げ，さらにライブの雰囲気を高めるためのシス

テムを提案した．従来のライブに存在する演奏者と

照明という視覚効果に加え，このシステムを導入す

ることで，より良いライブになるということが実証

できた． 

アンケート調査の結果，観客は全体的に従来のラ

イブよりもいいライブになった，新しい，今後のラ

イブに活用できると評価が高く，本研究で提案した

システムを導入した音楽ライブの有効性が確認され

た． 

本研究では音に反応する映像効果を導入した音楽

ライブの有効性が検証されたが，アンケートにあっ

た改善点について検証することができなかった．こ

れについては，今後の課題としたい． 
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